多文化社会におけるシティズンシップについての検討 移民・移住女性への聞きとり調査を通して [論文要旨及び審査の要旨] by 大野 順子 & Ohno Junko
多文化社会におけるシティズンシップについての検
討 移民・移住女性への聞きとり調査を通して [論
文要旨及び審査の要旨]
著者 大野 順子
発行年 2015-03-31
学位授与機関 関西大学
学位授与番号 34416甲第549号
URL http://hdl.handle.net/10112/9104
 
［6］ 
氏        名 大
おお
 野
の
 順
じゅん
 子
こ
 
博士の専攻分野の名称 
学 位 記 番 号           
学 位 授 与 の 日 付           
学 位 授 与 の 要 件           
学 位 論 文 題 目           
博士(文学) 
文博第 229 号 
平成 27 年 3 月 31 日 
学位規則第 4 条第 1 項該当 
多文化社会におけるシティズンシップについての検討
移民・移住女性への聞きとり調査を通して 
論 文 審 査 委 員           主 査 教 授 赤 尾 勝 己 
副 査 教  授 多 賀 太 
副 査 准教授 若 槻 健 
 
 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
本論文の目的は、多文化・多民族化がすすむ社会におけるシティズンシップのあり方に
ついて、日本社会に住む移民・移住女性たちの視点から検討していくものである。かつて、
マーシャル(T.H.Marshall)が言及したように、シティズンシップ(citizenship)概念は共同
体主義に基づいた概念であって、端的に言えば、それは国籍とほぼ同等のものとされてい
た。当然、そこにはその枠組みから外れる人々は排除されるという構図があった。 
しかしながら、国際的な人口移動が珍しいことではなくなった近年、国民国家の枠組み
が弱体化し、民族的にも多様な人びとが社会を構成するようになるなかで、マーシャルの
定義にある従来型のシティズンシップ概念は成り立たなくなり、その概念の変容、あるい
は再定義が迫られるようになってきた。それは、これまでシティズンシップの議論におい
て周辺に置かれてきた人びとの視点から、シティズンシップの意味を改めて捉え直す必要
性が出てきたということを意味する。本論文で取り上げる移民・移住女性は、ジェンダー
やエスニシティという点からも想像がつくように、社会の中で最も周辺化され排除されて
きた存在である。彼女たちの立場からシティズンシップを捉え直すことは、多文化・多民
族化する社会におけるシティズンシップを再定義するうえで重要な視点を提示してくれる
ことになろう。 
調査方法としては、日本で長期にわたる生活経験を有している移民・移住女性 13 名へ
直接インタビューをし、それぞれの語りから、シティズンシップ形成の契機、その背景に
ついて分析し考察した。彼女たちは、日常的に家庭という閉ざされた世界で、ドメスティ
ック・バイオレンス(DV)に代表されるような身体的暴力、さらには経済的、文化的、社会
的暴力など、夫やパートナーからの支配や抑圧、さらには従順さなどを求められ、家父長
制度にみられる伝統的なジェンダー規範に耐え忍んでいた。しかしながら、彼女たちは、
それぞれのもつ人的・社会的ネットワークを通して、地域社会へ参加することにより、自
らの置かれている抑圧状況に気づき、それらの気づきによる自己省察を経て、社会的地位
を上昇させながらシティズンシップを形成していることが明らかとなった。また、そうし
たプロセスを下支えしているものとして、地域社会において彼女たちが持つ社会関係資本
(social capital)やホスト社会の言語  本論文では日本語、彼女たちが頻繁にかかわって
いる教会や学校、公民館などのシティズンシップ形成を促す場や組織などの存在が影響を
与えていることが確認できた。さらに、彼女たちの日々の生活範囲内におけるインフォー
マルな学び（学習）を通して、シティズンシップ形成が、より一層促進されていることも
明らかとなった。 
以上、本論文では、移民・移住女性の視点から、多文化社会におけるシティズンシップ
形成には、まず地域社会への参加の機会を保障すること、そして地域社会とのつながり 
  社会関係資本を構築すること、そして、シティズンシップ形成をより一層促進するた
めにはホスト社会の言語習得、さらには、シティズンシップ形成を促す場や組織を提起し
た。今後、これらの提示した点を考慮することで、誰もが排除されることのない多文化・
多民族化した社会の創造が期待される。 
 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 本論文の意義は、市民社会の根幹に位置づくシティズンシップ概念を、今日のグローバ
ル化した日本社会に即して理論的に問い返していこうとしている点と、日本への移民・移
住女性への聞き取り調査を通して、彼女たちがシティズンシップをいかに獲得していった
か、その過程を明らかにした点である。前半部においては、ソイサル(Y.N.Soysal)らの研
究を基に、国民国家という枠組みに関わりなく、従来の公共圏と親密圏に基づく公私二元
論の立場から脱却して、家庭のような親密圏においても公的な主体としてシティズンシッ
プが貫徹されるような社会を理想として描いている。また、後半部においては、移民・移
住女性が、家庭において夫やパートナーからの DV 被害や心理的・経済的・文化的暴力を
受けがちな被抑圧的な存在から、いかにして家庭外の諸活動に参加していく中で生活世界
を拡げていく過程で、自らの被抑圧性に気づき、よりシティズンシップを体現した市民と
して生き直しを図っていったかを描いている。その際に、自分の子どもが通う学校の PTA、
公民館、教会といった場における鍵となる日本人との出会いや諸活動を通じてのインフォ
ーマルな学び(informal learning)に着目している点が出色である。そして、慣れない日本
社会での生活において、日本語を獲得していく過程で日本の人々との交流の中で、社会関
係資本を蓄積し、次第に公的な市民として形成されていく過程が、半構造化インタビュー
を基にして克明に描かれている。この後半部の叙述については、大野氏自身が NPO を通
して長年関わっている外国籍の移民・移住女性との信頼関係がなければ成し遂げなかった
ことである。こうした日本社会において周辺的な立場に置かれた移民・移住女性のシティ
ズンシップ形成過程を提示したことは、これまでの先行研究においてどの研究者にもでき
なかったことである。本論文の後半部だけでも十分な学術的な意義を有していると言えよ
う。 
 ただし本論文全体を俯瞰してみると、前半部と後半部の論理の整合性にやや距離がある
点は否めない。前半部では、先行研究を基にして、従来のシティズンシップ概念を理論的
に問い直していかなければならないことが書かれている。そして、後半部において 13 名
の移民・移住女性への聞き取り調査を行っているが、その成果を基にして、前半部の叙述
に立ち返り、どのような新たなシティズンシップの定義が可能であるのかを、暫定的でも
よいから示していただきたかった。13 名の移民・移住女性からの聞き取りの成果が、前半
部の問題意識であるシティズンシップ概念の問い直しに十分に連動していない点が惜しま
れるところである。この新たなシティズンシップの定義については、大野氏自身が今後の
研究で取り組まれていかれることを期待したい。もう 1 点は、今日のグローバル化の進展
の中で、国民国家の在り方が相対化されていることは確かであるが、けっして国民国家が
脆弱化しているわけではない。事態はその逆の、よりナショナリスティックな度合いを深
めているように見える。このあたりの現状認識において、若干、国民国家について行き過
ぎた見方があるという観もないわけではない。反国民国家でもなければ反行政でもない、
公的な回路を通して移民・移住女性のシティズンシップが保障される社会へ向けてのねば
り強い変革の道筋を描いていく必要があろう。 
 とはいえ、大野氏はすでに本論文の内容に関わる初出論文として査読付きの全国学会誌
に 2 本掲載し、さらに関連論文を学内・学外の学術誌に 3 本掲載している。本論文は、大
野氏が本学大学院博士課程後期課程に入学後 6 年にわたる理論研究とフィールドワークを
経た労作であり、質的にも量的にも博士論文としての基準を十分満たしていると思料され
る。よって、本論文は博士論文として価値のあるものと認める。 
 
